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道標ない旅 令和元年１０月１７日（第２０号）

～「自立」と「共生」を目指して～ 南郷中学校 校長 益田 孝彦 ８７５－９４９４

◆◆ 後期より新しい取り組みが始まっています。「冬の防寒着」と、「補食」の推進です。 ◆◆

（１）生徒の安全の観点から、冬の防寒着の色指定を改めました。
秋・冬場は日没時間が早まり、生徒の下校時は暗い道を帰っている実情がありました。下校する生徒を

自動車等がなかなか認識できない危険な現状を改善するため、安全第一の方針を採りました。具体的には、
明るい色の上着の着用を推進していきます。この考え方の変換に社会はまだついてきていないので、入試
などの場面でそれを着用していくにはまだ無理があるかとも思いますが、日常の登下校においては、遠く
から認識されやすいように、部活で購入したウインドブレーカーなども含め、各ご家庭で購入された反射
剤などのついた上着等を是非着用ください。生徒にはおしゃれ目的の対策ではないので、刺繍の入ったス
カジャン等はそぐわないことなどは自分自身でよく考えるように全校集会で伝えてあります。

（２）補食の摂取を推進します。
広い学区と部活の朝練習との兼ね合いで、朝食を５：３０～６：００頃に取っている生徒が多くいます。

本校は、３時間目終了時に昼食にしていますが、１２時頃までにエネルギー切れを起こしている生徒が少
なくありません。そんな生徒のために、エネルギー源となる、おにぎりやパン・サンドウィッチなどを補
食として取ることを推奨していく試みです。まずは朝の時間に試行してみて、課題を把握して、本格実施
につなげたいと考えています。

この呼びかけは、各担任のニュアンスの違いが生まれないよう、１１日の終業式の場で、生徒指導担当の
蓋教諭からされました。「南郷中だからできる（南郷中にしかできない）」ことだという認識があります。
学校は職員会議での慎重な意見交換を経て、学校をあげてこの方針変換に踏み切りました。保護者の方々
にもご理解ご支援頂けると幸いです。現在は試行期間として実施中です。ちょうど保護者アンケートを実
施している最中です。ご意見やご感想を反映頂ければ大変参考になるかと考えております。

◆◆ 前期終業式で各委員会の委員長が引退しました。次の委員に向けた最後の挨拶を紹介します。 ◆◆

読んで頂ければ分かると思いますが、それぞれ後を託す委員長の熱い思いがよく伝わってきます、後期委
員会を担当する皆さんも、しっかりと自覚を持って活動する必要がありそうですね。

保健美化委員長 藤本 ゆず
保健美化委員会では、委員会全体の良かったこととして、新聞発行を通して新しいことに取り組み、
活動を広げることができたことや、保美として、流しや掃除用具をきれいに保つことができたと言う
意見が挙げられました。
反対に、委員会全体の課題としては、保美が流しが掃除用具をきれいに保つことができたが、クラ
スのみんなに呼びかけ、クラスのみんなの意識を変えることができなかったことです。
前期の反省を踏まえ、後期の委員会に取り組んでほしい事は、今回始めた「新聞発行」の継続と、
「ハンカチティッシュ調べ」など、みんなに呼びかけながら学校全体の意識を高められる活動にも取
り組んでほしいです。

代議員会 秋山 航
できた事は委員会で協力して人口問題を解決に導けたこと。仕事に責任を持つことができたこと。
できなかった事は大人が注意されてしまったこと。クラス全員で解決できることができなかったこと
です。
後期の委員会に取り組んでほしいことは、安心度チェックの内容をクラスで話し合ってほしい。ク
ラスの人にも協力してもらえるようにして欲しい。といったことです。

生活委員長 野澤 こなみ
前期生活委員会の活動で悪かった点として取り上げられた事は、新しい取り組みを考えても、実行

に移せなかったことと、委員会内での 1〜 3年生の関わりが少なかったことと、スローガンを意識で
きていなかったことでした。反対に良かった事は、目標を決めるだけでなく、現状分析までしっかり
できたことと、体育祭での誘導をスムーズにできたことなどでした。そしてポスター制作をしたので、
ポスターを意識して生活してください。次に後期委員会で取り入れてほしいこととして取り上げられ
た事は、委員会をより良くするために、置き勉チェックなどの新しい取り組みをすることと、生活委
員と言う自覚を持って周りのお手本となるように生活することです。最後に、駐輪場の使い方につい
てなんですけど、みんなが使いやすいように、朝早く来た人から奥から詰めて自転車を止めてくださ
い。ご協力お願いします。
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◆◆ 「税の標語」にて入賞者が出ました。 ◆◆

本校１年Ｂ組の稲垣 怜さんの作品「税金を 正しく使い 良い国へ」
が、「税の作文」にて、「神奈川県間税会連合会会長賞」を受賞しました。
おめでとうございます。

◆◆ 葉桜地区への通学路指定について進展がありました。◆◆

昨年度来、シンデレラ階段の脆弱性を補うべく、仙光院周辺の通学路
の指定を模索してきましたが、仙光院奥から日の出園脇に出る坂道階段
の通学路化に、少し前進が見られました。
教育委員会教育総務課や学校教育課の後押しで、坂道階段を補修し、

脇の樹木を伐採し見通しをより良くするための整備費用を来年度の町の
予算に計上するよう、予算要望するところまではこぎ着けたのです。要
望は、南郷中学校・仙光院・葉桜自治会の三者で提出しました。もしこの予算が通れば、来年度中に整備が
行われ、正式に通学路指定することができます。なんとか上手くいきますよう見守って頂ければ幸いです。

◆◆ 日常の生活レベルを高く持つ、「南郷中プライド」 ◆◆

後期始業式で、「生活委員長の挨拶で触れた駐輪場のルール、聞き捨てに
していいの！？」という投げかけがありました。翌１６日は雨模様なので、
自転車登校数はぐっと減り、最終的には１０台の自転車でした。その様子
を見ると、駐輪場は埋まるはずもないのですが、１０台ともきちんと奥か
ら駐車してくれていました。昨日の話を受け止めて、反省も含めて、率先
して実行してくれたようです。すれ違った生徒に「奥から止めてくれた
の！？」と聞くと、清々しい声で「はい！」と答えてくれました。こうい
った行動力がないと「防寒着や補食」は成功しないとも感じました。

放送委員長 網野 くるみ
放送委員会としてできたことは、自分の担当を忘れずに守れたこと。楽しんで放送すること。アン

ケートを取ること。などです。逆にできなかったと反省が残る点は、放送機器の不調にあまり気づけ
なかったこと、音量調整がうまくできなかったこと、新コーナーを作れなかったこと、などがです。
後期の委員会には、同じ曲ばかりではなく、全員が楽しんで聴けるようにいろいろな曲を流して欲
しいなと思います。また私たちができなかったコーナー作り、いじめの対策にも難しいと思いますが
取り組んでほしいです。前期よりも、もっともっとたくさんの人に放送聞いてもらえるように頑張っ
てください。

図書委員長 村山武海
図書委員会としてできた事は、体育祭では一人一人が委員会のやるべきことを忘れずに取り組むこ
とができた。文化祭では意見発表のビックリポスターの名前を早く丁寧にできた。図書室への勧誘は
できた。などです。
できなかった事は、当番をたまに忘れてしまったり遅くなったりしてしまった。大掃除の時に真面
目にやっていない人がいた。新規利用者をあまり痩せなかった。などです。
後期の委員会に取り組んでほしい事は、ブックポスターなどで本を紹介してほしい。放送委員会等
と協力して本を紹介してほしい。図書室のイメージアップもっと明るく図書室の出入り口を昼休みの
時必ずあけとく。などです。

新聞委員長 鎌田 咲
委員会として行ってきた事は、記事を忘れる人もいなく、書き直しもなかった。昨年とは違うコー

ナーを作り、新聞全体を新しくできた事です。できなかった事は、編集会議の日を忘れてしまったこ
と。誤字脱字があったまま発行してしまったことです。
後期の委員会に取り組んでほしいことは、新しい新聞をどのような割にするか、どのような内容に
するかと言うことを皆一生懸命に考えていたので、後期も継続して活発に意見を出し合い充実した委
員会にしていきたい。新しい取り組みとしてはオリンピックや季節に合わせた記事を今よりも多くよ
り興味を惹かれるよう改善していきたい。新聞アンケートをとってみたいことです。

文化祭実行委員会委員長 坂田 梨恵
文化祭当日の自分の役割を忘れずに行うことができた。司会進行をスムーズにできた。話し合いを
積極的に行えた。一人一人が楽しんで取り組んだ。などができたことです。
後期の委員会には、司会などで全体に向けて話すときの話し方をしっかり練習して文化祭に挑んで
ほしい。来年もオープニングアクトに力を入れて欲しい。今年よりもより良い文化祭を作って欲しい。
といったことです。


